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筆記試験・課題レポート・出席状況・受講態度等により総合的に評価する。
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母性看護の基盤となる概念を、母性看護を実践するうえでの考え方や方向性と関連づけて理解
し、女性の一生を通じ た母性の健康の保持・増進と次世代の健全育成をめざす看護について考
える。 母性看護の特徴を理解し、思春期、子育て期、更年期における看護の考え方及び今日的
な母性に関する社会的問題を倫理に関連づけて学ぶ。

授業計画

　1・2　人間の性と生殖（受胎について・女性の権利・セクシュアリティ）

　3・4　人間の性と生殖（性の健康・性感染症）

　5・6　母性看護の概念（ウィメンズヘルスの定義・リクロダクティブヘルス/ライツ）
　
　7・8　母性看護の概念（ヘルスプロモーション・ジェンダー・性の多様化）

　9・10　母性を取り巻く社会的動向（女性のライフサイクルと家族・母子関係と愛着）

　11・12　母性を取り巻く社会的動向（女性の健康のアセスメント・メンタルヘルス・不妊）

　13・14　ライフサイクル各期における対象の特徴と看護（女性のライフサイクル各期の健康課題と看護）

　15・16　ライフサイクル各期における対象の特徴と看護（女性の健康と制度）

　17・18　母性看護の倫理（母性看護における倫理的課題・出生前診断）

  19・20　母性看護の倫理（生命倫理と女性の自己決定）

  21・22　女性を取り巻く社会的動向（父親の役割・虐待、DV・母乳育児）

  23・24　女性を取り巻く社会的動向（子育て支援・現代社会における課題）

  25・26　母性看護の制度と法律（女性の健康と制度・母子保健統計）

  27・28　母性看護の制度と法律（法律・周産期医療のシステムと母子保健施策）

  29・30　関係法規の抄録

　　　終講試験
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